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（ 1）河川維持水の減少

河川維持水を 送水し ている 境浄水場は、 ろ

過システムの改修計画を 策定中であり 、 ろ 過

システムの変更内容によ っ ては導入量が大幅

に減少する可能性があり ます。

現状でも 水深が4 ～ 5cmの日が多く 、 水生生

物にと っ て非常に厳し い環境になっ ています。

メ ダカ の生息環境と し て望まし い水深は10cm以上と いわれており 、 良好な水辺

環境を維持し ていく ためには、 少なく と も 現状の水量以上の河川維持水が必要と

なるため、 今ある水量を最大限に有効活用する整備などの検討が必要です。

（ 1）河川施設の老朽化

仙川の親水化整備に着工し てから 約20年が経過し たこ と から 、 川底や木杭な

どの河川施設の老朽化が進行し ています。 限ら れた河川維持水を有効活用するた

めには、 老朽化し た施設への対応や水を維持できる構造へ改修するなどの検討が

必要です。

（ 2）市民に親し まれる水辺環境の維持管理

今ある仙川の水辺環境は、 20年近く の歳月を かけて育まれたも のであり 、 今

後も 地域の環境資産と し て残し ていく 必要があり ます。 そのためには河川維持水

の減少に対応し た水辺環境を良好に維持し ていく 管理手法の検討が必要です。

（ 1）不足する河川維持水

河川維持水が不足し ている現状では、 上流側の整備済み区間において護岸への
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し み込みや蒸発、 植物による蒸散吸収などで水が減少し 、 未整備区間まで水が到

達し ていません。

仙川の親水化整備は「 流れを復活」 するこ と を目的と し ており 、 未整備区間に

水を 流し つつ水深10cmを確保するためには、 シミ ュ レーショ ンを 行っ た結果、

約800m3/日以上の河川維持水を確保する必要があり ます。

（ 2）適正な流下量の確保が困難

親水ゾーンをはじ めと する未整備区間では、 河川に求めら れる流下量を確保す

るための河川断面の規模が確保さ れていません。 また、 河川断面の確保には複数

の橋の改修も 必要と なり ます。 特に都道123号線と の交差部の橋は、 東京都管理

であるため都と の連携が不可欠です。

橋の改修がさ れないまま河川の整備だけを行っ た場合、 橋の部分での河川断面

不足により 橋上流部の水位が上がり 、 部分的に洪水の危険が高まるこ と から 、 治

水上の効果も 低いも のと なり ます。 そのため、 橋のかけ替え工事が完了し てから

河川整備工事を行う 必要があり ます。

（ 3）限ら れる護岸構造

河川に求めら れる流下量を確保するためには、 橋だけでなく 護岸構造の検討も

必要です。 仙川リ メ イ ク では石積み護岸が提案さ れていますが、 未整備区間は河

川区域の幅が狭いこ と から 、 緩傾斜護岸や石積み護岸のスペース確保ができない

ため垂直な護岸と なり ます。

また緑化の観点から も 、 仙川沿いに高木の植栽は困難です。

（ 4）住宅間近での工事

未整備区間では住宅が河川に近接し ています。 既存の護岸構造物を撤去すると 、

住宅に傾きなどの影響が出る可能性が高いため、 工法を慎重に選択する必要があ

り ます。 また、 工事車両が河川に接するこ と ができる箇所は橋か公園に限ら れる

ので、 重機の進入や資材の搬入、 工事ヤード の確保が困難な状況です。

（ 5）高額な工事費

工事条件が厳し い中で特殊な工法で施工を行えたと し ても 、 石積み護岸の工事

費に比べて約3倍以上の金額と なるこ と に加え、 多額の仮設費用が必要と なり ま

す。 川の道ゾーン（ 地中埋設部） を 除いても 未整備区間は2km以上あるため、 整

備費の増大が懸念さ れます。




